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第 一 章

「 伊庭内湖と 水路の村」の特性
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第一部 「 伊庭の文化的景観」保存調査

１ 　 自然条件と立地条件

（ １ ）伊庭の立地と自然環境

１ ）伊庭集落の立地と 地形環境

　 伊庭の集落（ 旧近江国神崎郡伊庭村）は現在、滋賀県湖東地方中央部にあたる 東近江市（ 旧

神崎郡能登川町） に属する 。 愛知川中流域西岸の旧北・ 南五個荘村の宮荘・ 金堂集落付近

から 流れ出る 瓜生川が、 琵琶湖最大の内湖（ 付属湖） であ っ た大中の湖に形成し た三角州

の先端に立地する 。 西へと 突出し たこ の三角州は、 正確には、 北西を 大中の湖、 南西を 小

中の湖に面し ていた。 従っ て伊庭は、 大中の湖を 通じ て琵琶湖に臨む位置であり 、 琵琶湖

水運に直接結びつく 立地条件にあっ た。

　 琵琶湖の湖岸には、 沿岸流によ っ て形成さ れた砂堆の背後に、 琵琶湖へ流入する 河川の

堆積の及びにく い場所に、 多く の内湖が形成さ れていた。 その中でも 最大のも のが大中の

湖であ り 、 図 1 の明治 26 年測図の 2 万分の 1 地形図のよ う に、 北側の砂堆によ っ て琵琶

湖本体と 画さ れた、 ま た、 愛知川の堆積が及びにく かっ た部分であっ た。 大中の湖南部に

は、 ほぼ東西方向にも う 1 本の砂堆が延びていて 、 大中の湖の本体と 区切っ ていた 。 こ

図1　 明治26年の伊庭付近
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の砂堆の南側が小中の湖と 称さ れた部分であ り 、 その西側は西の湖と 呼ばれている 。 大中

の湖・ 小中の湖は、 昭和 21 年（ 1946） から 干拓が始ま り 、 同 43 年には竣工し たが、 現

在はこ のう ち、 大中の湖の東北の部分と 西の湖の大半が残っ ている 。

　 こ のよ う に大中の湖及び小中の湖の東部は干拓さ れて陸地と なっ ている ので、 現在の伊

庭は、 北と 西が大中の湖の干拓から 残さ れた伊庭内湖（ 旧大中の湖北東端） と 呼ばれる 水

面に接し ている 。

　 伊庭集落の中央を 伊庭川がほぼ東西に流れている。 その上流の瓜生川（ 昭和 55 年の土

地改良以前は上流も 含めて伊庭川であっ たが、 土地改良後上流を 瓜生川、 瓜生川から の分

岐後伊庭集落内を 伊庭川と 呼ぶ。） は、 その後直線化さ れている が、 かつて図１ のよ う に、

大き く 屈曲し つつ繖
き ぬがさ

山（ 観音寺山） の北端付近へと 向かっ ていた。 その北端を 迂回し たの

ち、 最上流の宮荘・ 金堂付近へと 至っ ている 。 伊庭集落の旧村域は、 こ の瓜生川の河道を

中心に東へと 延びて、 繖山北西端の西側斜面を 含んでいる 。 こ の部分は、 伊庭山（ 標高約

244m ） と 呼ばれて、 そこ にある 繖峰三神社、 望湖神社の祭祀と 深く 関わっ ている 。

２ ）伊庭集落の気候

　 伊庭の集落が所在する 東近江市の気候についてみてみる 。「 滋賀県の気候区分」 によ る

と 、 愛知川を 境に湖東北気候区と 湖東南気候区に分かれ、 永源寺地区の山間部は甲賀気候

区に含ま れる 。

　 湖東北気候区には湖東地区・ 愛東地区が含

ま れ、 若狭湾から 流入する 北西風によ っ て 冬

期に大雪にな る こ と が多い。 ま た、 市域の大

部分を 占める 湖東南気候区は年間を 通じ て 温

和であ り 、 気温の年較差・ 日較差が大き い内

陸性気候の特性を 示し て いる 。 甲賀気候区で

は太平洋の暖かく 湿っ た 空気が鈴鹿山脈を 越

え て 流入する た め、 年間を 通じ て 雨量が多い

と いう 特徴がある 。

　 市域全体の年平均気温は 15 ℃前後、 年間降

水量は 1,700mm 前後であ る が、 上記の気候区

分によ る 地域差がみら れ、 永源寺地区では、 市

の平均気温よ り も 1、 2 ℃低く 、 降水量も 1 割

ほど 多い。 特に台風時期である ８ 月、９ 月には、

月平均降水量の倍近い雨量を 観測する 。 ま た、

積雪について も 平野部が 20cm 前後であ る の

に対し 、 山間部では１ m を 超え る こ と も 珍し

図2　 滋賀県の気候区分

（『 滋賀県自然誌』より転載）
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く はない。こ のよ う に、1 つの市であり ながら 、地域によ っ てその気候は大き く 異っ ている 。

　 伊庭集落は東近江市内では北西部の能登川地区に位置し 、 上記湖東南気候区に位置し 、

年間を 通じ て温和である が、 琵琶湖岸に近く 、 内湖岸に位置する こ と から 、 台風の影響を

受け、 かつては湖水面の上昇によ り 集落全体が洪水に見舞われる こ と がたびたびあっ た。

（ ２ ）近江の大規模村

　「 滋 賀 県 物 産 誌」（ 明 治 13 年（ 1880） 刊）

によ れば、 神崎郡伊庭村は当時、 戸数 496 戸、

人口 1,984 人に 上る 、 大規模な 村で あ っ た。

ま ず、 当時の滋賀県における 大規模な町村を 概

観し ておき たい。

　 当時の滋賀県の町村数は、 290 町・ 1,388 村、

合計 1,678 だっ た が、 そ のう ち の 300 戸以上

は 1.8％にあたる 30 町村でし かなかっ た。

　 表１ は、 戸数 300 戸以上の町村を 一覧表に

し たも のである 。 最大は滋賀郡大津街九一ヶ 町

の 5,380 戸、 次いで犬上郡彦根の 4,964 戸、 3

番目は坂田郡長浜村の 1,526 戸、 ４ 番目は蒲

生郡八幡町六五町の 1,325 戸、 ５ 番目が甲賀

郡水口村の 1,027 戸であ っ た。 いずれも か つ

ての城下町であ り 、近江を 代表する 町であっ た。

500 〜 1,000 戸の町村は、 滋賀郡粟津村、 坂

本村、 栗太郡草津村、 甲賀郡石部村、 蒲生郡日

野大窪町、 犬上郡高宮村であ り 、 こ れ以下の戸

数で伊庭と 同じ く ら いの規模なのは、 滋賀郡本

堅田村（ 499 戸）、高島郡勝野村（ 480 戸） であっ

た。

　 こ れら の大規模な町村のう ち、粟津、本堅田、

勝野が琵琶湖畔に港を 有し 、 坂本、 草津、 石部、

日野大窪、 高宮は内陸に立地し た。 坂本は北陸

道、 北国街道西近江路沿いに立地する 比叡山延

暦寺の門前町、 草津は東海道・ 中山道の分岐・

合流点の宿場町、 石部は東海道の宿場町、 高宮

は中山道の宿場町、 日野は蒲生氏の城下町に次

いで有名な近江商人の町・ 陣屋町であっ た。

表１ 　 滋賀県における
　 　 　 300 戸以上の町村（ 明治 13 年）

郡名 町村名 戸数

滋賀郡

大津街九一ヶ町 5,380

松本村 323

錦村 335

粟津村 652

坂本村 635

下坂本村 319

仰木村 457

本堅田村 499

栗太郡
草津村 718

下笠村 385

野洲郡 守山村 319

甲賀郡

石部村 601

水口村 1,027

下田村 372

蒲生郡

八幡町六五町 1,325

下豊浦 301

日野大窪町 656

神崎郡
山上村 320

伊庭村 496

愛知郡 －

犬上郡

彦根 4,964

松原村 404

日夏村 354

高宮村 667

坂田郡

鳥居本村 356

長浜村 1,526

柏原村 430

東浅井郡 －

伊香郡 －

西浅井郡 －

高島郡

勝野村 480

田中村 384

饗場村 308

海津町 337
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　 こ の状況から すれば、 琵琶湖沿岸の伊庭と 同程度の大規模な町村は、 粟津、 本堅田、 勝

野と なる 。

　 粟津は現在大津市に属し 、 瀬田川の河口に近い、 琵琶湖西岸の交通の要衝であ り 、　 本

堅田も 大津市に属し 、 琵琶湖西岸の中世以来の有力な港町であっ た。 一方、 勝野は現在高

島市に属し 、 琵琶湖西岸の有力港であ り 、 近世には分部氏・ 織田氏の城下町でも あ っ た。

こ の 4 村を 「 滋賀県物産誌」 によ っ て比べてみる と 表 2 のよ う になる 。

　 戸数に大差はないが、 農業、 工業、 商業、 雑の生業の比率に大き な特色がある 。 農業は、

本堅田・ 伊庭が 74.3％・ 63.9％と 高く 、 勝野・ 粟津が 32.5％・ 21.5％と 低い。 工業はい

ずれも 10％に満たず、 商業は伊庭・ 本堅田・ 勝野の順に、 28.6％・ 22.6％・ 22.3％と 高

く 、 粟津が 7.7 ％と 低

い。 雑は粟津が 61.3％

と 極端に高く 、 他の 3

村は 0 であ っ た。

　 つま り 明治の初期に

は、 本堅田・ 伊庭が農

業中心であ っ た が、 伊

庭・ 本堅田・ 勝野が 22 〜 29％の商業戸数を 有し ていたこ と が知ら れる 。 粟津はこ れら

以外の雑が 61.3％と 多く 、 特異な存在であ っ た。 旧膳所藩の士族出身者や漁業など 多様

な職業があ っ たも のと 思われる 。

　 こ こ では中でも 伊庭が 28.6％の商業戸数を 有し 、 相対的に商業の比率が高かっ たこ と

を 確認し ておき たい。 ちなみに、長浜が 46.1％、彦根が 25.0％であり 、八幡が 66.1％であっ

た。 伊庭の商業戸数比率は、 少なく と も 彦根よ り 高かっ たこ と になる 。

　 言い換える と 明治には、 伊庭は典型的な琵琶湖岸の大規模村であり 、 彦根に比べて規模

は下ま わる も のの、 商業戸数比率はむし ろ やや高かっ たと いう のが特徴の 1 つであろ う 。

（ ３ ）伊庭と能登川

　 明治初年ま で、 能登川を 始め、 繖山西麓の安楽寺・ 須田（ 北須田） は、 伊庭の枝村であっ

た。「 滋賀県物産誌」が記す明治の初期には、それら の枝村は独立し た個別の村であ っ たが、

も と も と 一定のつながり はあっ た。 　

　 伊庭山（ 繖山北西部） の西の山麓に近い部分の南北道沿いに能登川の集落が立地し てい

る 。 こ の南北道は朝鮮人街道と 称さ れる 。 近江湖東の幹線交通路であ る 東山道（ 中山道）

の少し 湖岸寄り のこ れに次ぐ 幹線である 。 朝鮮人街道は旧伊庭村の東部を 通過する が、 そ

こ には集落は存在せず、 能登川集落の中央付近の朝鮮人街道から 西南へと 道が伸びて、 伊

庭集落の北部付近へと 通じ ていた 。 先に述べた伊庭山の 2 神社へはこ の東西道が幹線で

あ り 、 途中、 能登川の集落を 経由する こ と と なる 。

表２ 　 湖畔の大規模村の職業構成

郡名 町村名 戸数 農 工 商 雑

滋賀郡
粟津村 652 140 52 50 410

本堅田村 499 371 10 113

神崎郡 伊庭村 496 317 37 142

高島郡 勝野村 480 156 45 107
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　 そこ で、「 滋賀県物産誌」 によ っ て両村の比較を 試みる と 、 表 3 のよ う になる 。

表３ 　 伊庭と能登川（ 明治 13 年）

人口(人） 戸数 農 工 商 面積 田 畑

伊庭村 1,984 496 317 37 142 159町1反7畝 7歩 96町6反4畝 5歩 21町8反1畝21歩

能登川村 955 237 121 13 103 132町2反3畝23歩 40町8反4畝10歩 6町5反3畝20歩

　 伊庭村が総戸数 496 戸、 農業・ 工業・ 商業がそれぞれ 63.9％・ 7.5％・ 28.6％であ っ た

のに対し 、 能登川村は総戸数 237 戸、 農・ 工・ 商が 51.1％・ 5.5％・ 43.5％であっ た。 傾

向に大き な差を 生じ る ほど ではないが、 能登川の方が農業戸数の比率が低く 、 はる かに商

業戸数の比率は高い。

　 単純に考える と 、 伊庭には田畑が多く 、 能登川はそう でない、 と いう 可能性がある 。 表

３ に掲げた田畑面積を 農家数で平均し てみる と 、伊庭では一戸当たり 田３ 反 0.5 畝、畑 6.9

畝、 能登川では田３ 反 3.7 畝、 畑 5.4 畝と なり 、 大き な違いを 見つけら れない。 さ ら に、

農地を 所有し ている のは農家だけと は限ら ないので、 両村の産業構造に大き な違いを 認め

ら れる ほど ではない。

　 従っ て、 こ の意味を にわかには推定でき ないが、 仮に逆の発想を 試みてみたい。 隣接す

る 伊庭村・ 能登川を 合計し て比率を 算出し てみれば、 合計戸数 733 戸、 農・ 工・ 商の比

率が 59.6％・ 6.8％・ 33.4％と なる 。 先に対比し た長浜、 彦根、 八幡がそれぞれ、 長浜 1,526

戸：  12.5％・ 28.1％・ 46.1％、 彦根 4,964 戸： 5.0％・ 14.5％・ 25.0％、 八幡 1,325 戸： 4.5％・

29.4％・ 66.1％であ っ たから 、 伊庭・ 能登川は、 長浜の 48％、 八幡の 55％ほど の総戸数

と なり 、 農業戸数の比率が著し く 高く 、 逆に工業戸数の比率がかなり 低かっ たこ と が判明

する 。 商業戸数の比率が、 長浜・ 八幡に及ばないと し ても 彦根よ り 高いこ と は、 すでに見

た伊庭単独の傾向と 大き な違いはないと みら れる が、 伊庭・ 能登川合計では少し 長浜の状

況に近づく こ と になる 。

　 1 つの可能性と し て、 琵琶湖（ 内湖） に臨む伊庭と 、 朝鮮人街道沿いの能登川が隣接し

て存在し 、 伊庭単独よ り も さ ら に商業戸数比率の高い大規模集落の機能を 有し ていたと み

ら れる 可能性がある 。 伊庭の商業機能は琵琶湖岸の立地条件に関わり 、 能登川のそれは街

道に関わる と みてよ い。 こ れを 単純に表現すれば、 伊庭・ 能登川はあ わせて長浜・ 彦根・

八幡に似た、 それら よ り やや規模の小さ な町的機能を 有し ていたこ と になる 。

（ ４ ）伊庭の産業と土地利用

　 伊庭の構成を さ ら にみていき たい。「 滋賀県物産誌」 では、 表 3 に示し たよ う に、 伊庭

の総戸数は 496 戸、 農 317 戸、 工 37 戸、 商 147 戸であっ た。

　 同書はさ ら に、 表４ のよ う に農産物を 書き 上げて いる。 米（ 粳 141 町余、 糯 6 町余）

が圧倒的に多いこ と は異と する にあ たら ないが、 次いで菜種 5.7 町、 藍葉 3 町と 、 菜種・

藍が多かっ たこ と が知ら れる 。
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　 水面に臨んでいたこ と から 漁獲も 多く 、鮒 2,300 尾（ 184 円）、鮒鮓 1,000 尾（ 137.1 円）

が多く 、 鯉 500 尾（ 125 円） がこ れに次いだ。

　 こ のほか麻布製造 39 軒、 20,000 反（ 30,000 円） が突出し た産業であっ た。 農 317 軒

の説明に、 農業の傍ら 麻布製造、 採藻、 採泥・ 漁業に従事する ほか、 商業・ 日雇稼を する

場合も あ る と 記し て いる 。 工 37 軒には、 大工指物・ 石工・ 鍛冶屋・ 畳職を 挙げており 、

商 142 軒には、 麻布・ 蚊帳の販売に大坂及び中国・ 九州へ出かける も のが多いと し ている 。

　 先に町的機能があ る と 推定し たが、 その中心はこ の時点において、 麻布製造・ 加工と そ

の販売であ っ たと みら れる こ と になる 。

　 そのほか、 総戸数 496 に対し て船 482 艘と あ る ので、 ほと んど が船を 所有し ていたと

みら れる 。

農業上産物第一

物　 名
播種地
反　 別

肥　 料 産　 額 近世比較 消　 費 残（ 不） 売（ 買）

町反畝歩 石斗升合 石斗升合 石斗升 石斗升

粳 141.9.6.10 鯡・ 白子 2,994.2.4.0 264.2.4.0 7,008.0.4 （ 3,014.1.6） （ 愛知郡）

糯 6.5.4.15 同 154.1.3.0 49.1.3.0 154.1.3

大　 麦 2.8.9.20 同 44.0.1.0 24.1.0.0 220.0.0 （ 175.9.9） （ 川南村）

小　 麦 8.0.10 同 7.6.0.0 7.6.0

粟 2.0.00 同 4.0.0.0 4.0.0

大　 豆 1.4.5.00 同 29.0.0.0 12.0.0.0 136.0.0 （ 107）000 （ 近　 村）

菜　 種 5.7.1.12 同 737.6.6.6 337.6.6.6 200.0.0 537.6.6() 大　 津

貫　 匁 貫　 匁 貫　 匁

藍　 葉 3.0.0.00 同 1,674.880 1,114.880 1,674.880

貫　 　 　 　

葉烟草 2.0.00 同 48.000 8.000 640.000 （ 592）000 （ 中野村）

農業上産物第二

物　 名 産地名 産　 額 総価格 近世比較 売　 先

尾 円　 銭 尾

鮒鮓 琵琶湖 1,000 137.50 600

鯉 同 500 125.00 180 八日市村

鮒 同 2,300 184.00 800 同

貫 貫

鰻 同 30 30.00 10 同

尾 尾

鯰 同 500 20.00 -150 同

石 石

鰕 同 20 40.00 -5 同

農業上産物第三

物　 名 製造家数 産　 額 総価格 近世比較 売　 先

軒 斤 円　 銭

製　 茶 1 160 51.20

貫

干　 瓢 30 32 12.00

反

麻　 布 39 20,000 30,000.00 京　 　 坂

貫 貫

桃 3,000 180.00 -500 八日市村

表 4　 伊庭の概要
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　 写真 1 は明治 17 年（ 1884） 頃と みら れる 「 神崎郡伊庭村地籍全図」 であ り 、「 滋賀県

物産誌」 の明治 13 年よ り やや新し いが、 ほぼ同時期の状況を 知る こ と ができ る 。

　 伊庭の集落は瓜生川の河口付近に立地し 、 同川沿いに東西に長い形状を 呈する 。 集落内

ではほと んど ま っ すぐ に流れている が、 集落北東方では、 すでに地形図で確認し たよ う に

屈曲が著し い。 集落内には瓜生川の支流も 多く 、 おそら く 各家ほと んど にあっ た船を 使っ

て直接内湖と 出入り ができ たであろ う 。 代表的な場所には「 舟入」 の記号が記さ れている 。

　 太く 描かれた道路は集落から 東の能登川へ向かう 東西路と 、 村域東北部を 南北走する 朝

鮮人街道だけである 。 集落の周囲、 と り わけ北と 東は、 碁盤目のよ う な道や畔に画さ れた

方形の区画から なる 、 条里地割が卓越し ている こ と が知ら れる 。 その内部はほと んど 水田

であ り 、 表 3 のよ う に全体で 96.6 町に及ぶが、 水田の形状については改めて触れる こ と

にし たい。

　 一方、 合計 2.1 町に及ぶ畑は、 瓜生川の川沿いと 、 内湖沿岸付近の水路沿いに多いこ と

が知ら れる 。

　 さ ら に内湖岸と 内湖中には、「 葭生地」 と 記さ れた葭の繁茂し た湿地が存在し たこ と が

知ら れる 。

　 なお、 村域東端の伊庭山は東端の一部のみが表現さ れていて、 村域の山のすべては表現

さ れていない。

　 集落の北方と 東方には条里地割が卓越する こ と はすでに述べた。 こ の方格の規則的な地

割形態に対し て、 集落の西方と 南方の地割形態はやや不規則であ る 。

　 こ の不規則な形態の地割部分は内湖に接する 部分に多く 、 比較的新し い三角州の形成に

よ っ て陸化が進み、開拓が進んだ部分と 見ら れる 。「 滋賀県物産誌」 には、天保年間（ 1831

〜 45 年） に「 湖浜一〇町余ヲ 新ニ開墾シ」 と ある が、 多く はこ れに相当する と 思われる 。

瓜生川河口付近及び南の須田川河口付近の内湖岸には、「 蓮池」「 東浦葭」「 浦葭」 と いっ

た小字地名が存在し 、 こ のよ う な由来を 反映し ている と 思われる 。

　 こ れに対し て条里地割部分は古代ないし 中世頃から 耕地化さ れていた部分だと 思われる

が、その一帯には、それぞれの方形区画ご と に小字地名が成立し ている 。集落東南には「 十三

ノ 坪」「 十四ノ 坪」「 十六ノ 坪」 と いっ た小字地名が、 北には「 中田十三」「 中田十四」「 中

田十九」「 中田二十」 と いっ た条里呼称に由来する 小字地名が存在する 。 おそら く 8 世紀

中頃に完成し 、長く 使用さ れてき た条里プラ ン に由来する 。 こ のよ う な小字地名によ っ て、

条里プラ ン を 復原する こ と も 可能である 。

（ ５ ）伊庭の特性

　 伊庭は以上のよ う に明治時代には、 滋賀県を 代表する 都市に次ぐ 規模の集落であり 、 麻

布と 蚊帳を 生産し て、大坂及びさ ら に西の地方に広く 販売する 商業都市でも あ っ た。 一方、

集落周辺の水田と 畑を 中心と し た農業の比率が高い農村でも あり 、 米・ 菜種・ 藍など を 産
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第一章　「 伊庭内湖と 水路の村」の特性

写真1　 神崎郡伊庭村地籍全図
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し た。 農業のために藻や泥を 採取する と と も に、 鮒・ 鯉など を 捕る 漁業も 盛んであ り 、「 鮒

鮓」 も 産し た。

　 要する に伊庭は、 湖岸の大規模集落であ り 農村であっ たも のの、 同時に麻布生産と その

販売に、 大阪やそれ以西の販路を 有する 町的要素も 有し ていた。

　 類似の立地条件を 有する 粟津・ 勝野・ 本堅田に比べる と 、 商業機能は同じ く 高いも のの、

農業の比率が非常に高い点も 1 つの特徴である 。


